
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１４日～１５日、ＪＲ東労組「第１回防災士研修」を開催しました。１００名を超える

防災士の仲間が結集し、信州大学・廣内教授を講師に知識と技能を深めました。 

福島県只見町では、只見町・目黒町長より挨拶を受け、只見町と只見線の現状につい

て学習しました。翌日には只見線不通区間の現地踏査を行い、鉄道が社会に果たす役割

と企業防災について学習し、被災線区の復旧に取り組んでいくことを確認しました。 

 

１４日、熊本で大地震が発生。

１５日、研修冒頭に全参加者

で黙祷を捧げ犠牲者の冥福を

お祈りするとともに、災害か

ら命を守るために防災士の仲

間が主体的に行動していくこ

とを確認しました。 


